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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
　

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 16,449 13.2 1,268 195.4 1,253 207.5 697 204.9

26年３月期第１四半期 14,525 0.3 429 △57.9 407 △59.0 228 △53.4

(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 805 百万円 (294.2％) 26年３月期第１四半期 204 百万円 (△51.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 15.10 ―

26年３月期第１四半期 5.12 ―
　

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 49,746 33,716 67.7

26年３月期 48,630 32,990 67.7

(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 33,671 百万円 　26年３月期 32,946 百万円
　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 2.00 ― 5.00 7.00

27年３月期 ―

27年３月期(予想) 2.00 ― 8.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 32,000 14.9 1,600 201.5 1,600 225.9 1,100 383.3 24.36

通期 64,000 10.9 3,400 92.4 3,300 97.0 2,200 201.5 48.72
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) ― 、除外 ―社 (社名) ―
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 46,826,528株 26年３月期 46,826,528株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 618,329株 26年３月期 635,327株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 46,200,401株 26年３月期１Ｑ 44,697,557株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、消費税増税前の駆け込み需要の反動減の影響があるものの、企業業

績の増益傾向や雇用・所得環境の改善などにより、回復基調が継続し、底堅い動きとなりました。

当社の属する電炉小棒業界におきましては、人手不足による工事遅延等により需要は盛り上がりを欠く一方で、

主原料である鉄スクラップ価格は高止まりするなど、厳しい経営環境が続きました。

このような中で、当社は主力のネジテツコンならびに関連商品の拡販に注力するとともに、適正な製品価格の確

保に取り組んでまいりました。

この結果、売上高は164億４千９百万円と前年同期比19億２千３百万円（13.2％）の増収となりました。

利益面については、販売価格の上昇により鉄スクラップ価格との値差が拡大したことを主に、営業利益は前年同

期比８億３千９百万円（195.4％）増益の12億６千８百万円、経常利益は同８億４千５百万円（207.5％）増益の12

億５千３百万円、四半期純利益は同４億６千８百万円（204.9％）増益の６億９千７百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産は減少したものの、現金及び預金、商品及び製品の増加

により、前期末に比べ、11億１千６百万円増加し、497億４千６百万円となりました

負債は、主として支払手形及び買掛金の増加により、前期末に比べ３億８千９百万円増加し、160億３千万円と

なりました。

純資産合計は主として利益剰余金の増加により、前期末に比べ７億２千６百万円増加し、337億１千６百万円と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績につきまして、平成26年５月７日に発表しました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

連結子会社においては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につい

て従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が227百万円減少し、利益剰余金が147百万円

増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,301 6,402

受取手形及び売掛金 5,990 5,892

商品及び製品 6,458 7,188

原材料及び貯蔵品 1,508 1,583

繰延税金資産 433 405

その他 475 172

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 20,165 21,645

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,907 4,901

機械装置及び運搬具（純額） 9,302 9,031

土地 10,626 10,626

リース資産（純額） 351 338

建設仮勘定 132 125

その他（純額） 682 691

有形固定資産合計 26,002 25,714

無形固定資産 113 112

投資その他の資産

投資有価証券 1,446 1,522

繰延税金資産 580 442

その他 345 332

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 2,349 2,274

固定資産合計 28,464 28,100

資産合計 48,630 49,746
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,966 5,773

1年内償還予定の社債 600 600

1年内返済予定の長期借入金 909 777

リース債務 92 93

未払法人税等 521 114

賞与引当金 266 458

役員賞与引当金 20 -

その他 2,002 2,317

流動負債合計 9,379 10,135

固定負債

社債 1,060 980

長期借入金 1,675 1,613

リース債務 317 306

再評価に係る繰延税金負債 604 604

環境対策引当金 368 368

退職給付に係る負債 1,754 1,541

資産除去債務 58 58

その他 423 421

固定負債合計 6,261 5,894

負債合計 15,640 16,030

純資産の部

株主資本

資本金 5,839 5,839

資本剰余金 1,851 1,851

利益剰余金 24,293 24,904

自己株式 △258 △251

株主資本合計 31,726 32,344

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96 207

土地再評価差額金 1,102 1,102

為替換算調整勘定 19 15

その他の包括利益累計額合計 1,219 1,326

少数株主持分 43 45

純資産合計 32,990 33,716

負債純資産合計 48,630 49,746
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 14,525 16,449

売上原価 12,547 13,447

売上総利益 1,978 3,001

販売費及び一般管理費

運搬費 700 774

給料 224 244

退職給付費用 16 16

賞与引当金繰入額 75 66

減価償却費 24 26

賃借料 61 66

研究開発費 56 73

その他 389 464

販売費及び一般管理費合計 1,548 1,732

営業利益 429 1,268

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 14 13

負ののれん償却額 1 -

仕入割引 24 26

雑収入 13 23

営業外収益合計 53 63

営業外費用

支払利息 22 20

売上割引 48 55

その他 4 3

営業外費用合計 75 78

経常利益 407 1,253

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 38 20

投資有価証券評価損 - 92

特別損失合計 38 113

税金等調整前四半期純利益 369 1,140

法人税、住民税及び事業税 196 361

過年度法人税等 - 52

法人税等調整額 △56 27

法人税等合計 140 442

少数株主損益調整前四半期純利益 228 698

少数株主利益 0 1

四半期純利益 228 697
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 228 698

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △27 110

為替換算調整勘定 3 △4

その他の包括利益合計 △24 106

四半期包括利益 204 805

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 204 804

少数株主に係る四半期包括利益 0 1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）鉄鋼事業

売上高

外部顧客への売上高 14,355 170 14,525 ― 14,525

セグメント間の内部売上高
又は振替高

119 917 1,037 △1,037 ―

計 14,475 1,088 15,563 △1,037 14,525

セグメント利益 332 81 414 14 429

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、設備等のメンテナン

ス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）鉄鋼事業

売上高

外部顧客への売上高 16,248 200 16,449 ― 16,449

セグメント間の内部売上高
又は振替高

146 1,028 1,175 △1,175 ―

計 16,394 1,229 17,624 △1,175 16,449

セグメント利益 1,144 112 1,256 12 1,268

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、設備等のメンテナン

ス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額12百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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